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5.3.37　セルロースナノファイバー/ＰＰコンポジット引間悠太246

5.3.38　高速カロリメトリーによる急速昇降温を利用した反応制御　 古島 圭智247

5.3.39　植物由来環境調和型材料　 畠山 立子248

5.3.40　TG一ＤＴＡ-ＨＲＴＯＦＭＳを用いた高分子の解析　 佐藤 健太249

5.3.41　赤外線カメラによる非接触マイクロスケール熱分析　

森川 淳子 ●橋本 壽正250

5.3.42　温度波熱分析法による有機・高分子の熱拡散率　 森川 淳子・橋本 壽正251

5.3.43　温度制御型プローブ顕微鏡を用いたプレンドゴムの表面物性評価　

岩佐 真行252

5.3.44　人工腎臓用高分子膜の熱分析　 石切山 一彦253

5.3.45　マイクロカロリメーターによる高分子微少成分の相転移解析　 麻見 安雄254

5.3.46　熱刺激電流および熱ルミネセンス法による高分子の

分子運動性の評価　 橋本 壽正・森川 淳子255

5.3.47　発生気体分析の高度化（スチレン系ポリマー）　 津越 敬寿256

5.4 生 体 分 子　257

◆ 安 定 性

5.4.1　タンパク質の安定性（ＤＳＣ）‐ 抗体一　 織田 昌幸257

5.4.2　タンパク質の安定性（ＤＳＣ）―中間状態一　 城所 俊一258

5.4.3　タンパク質の安定性（ＩＡＴＣ）一ｐＨ－　 中村 成芳259

5.4.4　タンパク質の安定性（ＰＰＣ）－圧力摂動一　 中村 成芳260

5.4.5　タンパク質の安定性 巾SC ）一安定化剤－　 神山　 匡261

5.4.6　タンパク質の低温変性　 田村 厚夫262

5.4.7　タンパク質の安定性と分子進化　 高野 和文263

5.4.8　糖の安定性（ＤＳＣ）　 宮崎 裕司264

5.4.9　脂質の安定性－生体膜の相転移－　 松木　 均265

5.4.10　脂質の安定性一脂質膜の相転移一　 松木　 均266

5.4.11　脂質の安定性（DSC）一水和結晶・非二重膜転移－　後藤優樹267

5.4.12　脂質の安定性（ＰＰＣ）－圧力摂動一　 玉井 伸岳268

5.4.13　脂質の安定性‐ 脂質ラフトー　 玉井 伸岳269

◆ 結　 合

5.4.14　タンパク質と金属イオンの結合（ＩＴＣ）　 織田 昌幸270

5.4.15　タンパク質と低分子の結合（ＩＴＣ）－生理活性物質－　 島本　 茂271

5.4.16　タンパク質とペプチドの結合（ＩＴＣ）　 井上（稲葉）理美272

5.4.17　タンパク質とタンパク質の結合（ＩＴＣ）一抗体一　 長門石 曉273

5.4.18　タンパク質とタンパク質の結合（ＩＴＣ）－フェレドキシン一　 李　 映昊274

5.4.19　タンパク質とタンパク質の結合（ＩＴＣ）－凝集一　 李　 映昊275

5.4.20　タンパク質と糖の結合（ＩＴＣ）　 織田 昌幸276

5.4.21　酵素反応（ＩＴＣ）　 城所 俊一277

5.4.22　結 合 速 度 論　 廣瀬 雅子278

5.4.23　核酸と金属イオンの結合（ＩＴＣ）　鳥越秀峰279

5.4.24　核酸と核酸の結合（ＩＴＣ）　鳥越秀峰280

5.4.25　糖と低分子の結合（ＩＴＣ）　 神山　 匡281

5.4.26　脂質と低分子の結合（ＤＳＣ）‐麻酔薬・脂肪酸－　 西本 真琴282

◆ 解 析 比 較

5.4.27　DSC とＩＴＣ－ＤＮＡ結合タンパク質－　 井上（稲葉）理美283

5.4.28　DSCとITCータンパク質変異解析一　吉田慎一284

5.4.29　熱量測定と表面プラズモン共鳴　判谷吉嗣285

5.4.30　熱量測定とχ線小角散乱　乾隆286

5.4.31　熱量測定とＮＭＲ　杉本華幸287

5.4.32　熱量測定と分子動力学計算　 神谷 成敏288

5.5　医薬品 ●化粧品　289

◆ 低分子医薬品

5.5.1　医薬物性への不純物の影響　 米持 悦生289

5.5.2　結晶多形の熱力学　 寺田 勝英290

5.5.3　結晶多形転移の熱分析　川上亘作291

5.5.4　溶媒和 物　 米持 悦生292

5.5.5　共 結 晶　 山下 博之 ●平倉　 穣293



5.5.6　非晶質薬物の緩和　 宮崎 玉樹294

5.5.7　非晶質薬物の結晶化　川上亘作295

5.5.8　医薬品の結晶化度評価　 寺田 勝英296

5.5.9　非晶質薬物のフラジリティ　川上亘作297

5.5.10　共非晶質（コアモルファス）　上田　廣298

5.5.11　X線回折-熱分析（ＤＴＡ，ＤＳＣ）同時測定　 芦渾 一英299

5.5.12　熱力学パラメーターと薬物活性の関係　 津本 浩平300

◆ 医 薬 品 製 剤

5.5.13　非晶質固体分散体の相溶性　 植田 圭祐301

5.5.14　医薬品凍結乾燥製剤の熱分析　 伊豆津 健一302

5.5.15　凍結乾燥プロセスの熱分析による評価　 米持 悦生303

5.5.16　シクロデキストリンと薬物の相互作用　 池田 浩人304

5.5.17　包接化合物界面活性剤による熱量測定　 木村 隆良305

5.5.18　包接化合物の熱分析　 東 顕二郎306

5.5.19　多孔性物質と薬物の相互作用　 戸塚 裕一307

5.5.20　製剤の局所熱分析　浦山憲雄308

◆ バイオ医薬品

5.5.21　バイオ医薬品の品質評価　 内山　 進309

5.5.22　抗体医薬の安定性　 長谷川 淳310

◆ 化 粧 品 製 剤

5.5.23　乳化製剤の熱分析　 岡本　 亨311

5.5.24　口紅用ワックス・粉体の熱測定　 外尾 恵美312

5.6　食品 ●生物材料　313

◆ 食　 品

5.6.1　熱処理による多糖水溶液の構造変化　 畠山 立子313

5.6.2　多糖ヒドロゲルの熱分析　 飯島 美夏314

5.6.3　三重らせん多糖の水溶液中の協同転移　 吉場 一真315

5.6.4 澱粉の熱分析　 山本 和貴316

5.6.5　糖脂質の相転移　 南川 博之317

5.6.6　チョコレート・脂質の相転移　 上野　 聡・佐藤 清隆318

5.6.7　油脂および加工食品の酸化性評価　 西山 佳利319

5.6.8　食品の品質制御　川井清司320

5.6.9　食品の粘弾性　 大久保 信明321

◆ 微生物・細胞・バイオマス

5.6.10　微生物の熱測定　 三宅 英雄322

5.6.11　生体の代謝反応　 麻見 安雄323

5.6.12　DSC による細胞の至適温度測定などの代謝熱測定　 麻見 安雄324

5.6.13　T－リンパ細胞の抗がん剤効果　 木村 隆良325

5.6.14　ネムリユスリカの蘇生とガラス転移　 古木 隆生326

5.6.15　毛髪の熱分析　 棚町 宏人327

5.6.16　皮膚の熱測定　 太田　 昇328

5.6.17　コラーゲンの熱分析　 馬場 崇行329

5.6.18　バイオマス１（鶏糞）　小棹理子330

5.6.19　バイオマス２（揮発性有機化合物）　 西本 右子331

5.6.20　バイオマス３（木質材料）　淺田元子332

◆ 生 体 材料

5.6.21　機能水の熱分析　 西本 右子333

5.6.22　高分子と水１（セルロース系）　 畠山 立子334

5.6.23　高分子と水２（生体適合性材料系）　 中路　 正335

5.6.24　医療高分子の熱分析　 田中　 賢336

5.6.25　生体適合性と中間水　 田中　 賢337

5.6.26　生体適合性ポリマーの熱分析　 中田　 克338

6　付 録

6.1　温 度 測 定　341

6.1.1　温度計の種類と測温誤差　 稲葉　 章341

6.1.2　熱電対規準熱起電力の補開式　阿部陽香343

6.1.3　国際温度目盛　山田善郎344

6.1.4　熱分析の校正用標準物質　 阿部 陽香347

6.2　関連するJ1S　350

6.2.1　熱 分 析 一 般　 西本 右子350

6.2.2　JIS一プラスチック，ゴム　清水由隆350

6.2.3 JIS－セラミックス　清水由隆353
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